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1 はじめに

本稿ではバングラデシュ・チッタゴン丘陵でマルマ人（Marma: 仏教徒、人口 20 万人ほど）

によってはなされるマルマ語（チベット・ビルマ語派ビルマ語群）の会話文を紹介する。この会

話文はビルマ語の教科書である加藤［2015］にみられる全 20課の会話文をマルマ語に翻訳した

ものである注1。マルマ語はビルマ語アラカン方言とちかい関係にある言語である。標準的なビ

ルマ語（以下、単にビルマ語としるす）の単語を同源形式のマルマ語におきかえれば意味が通

じることがおおい。ただし、文法形式を中心に、ビルマ語とマルマ語とで同源形式ではないば

あいも散見される。なお、マルマ語とビルマ語アラカン方言とはある程度相互理解が可能であ

るとおもわれるけれども、ビルマ語とは発音の乖離がおおきく、相互理解が不可能である。マ

ルマ語話者が標準ビルマ語にふれる機会は通常はなく注2、ビルマ語話者がマルマ語にふれるこ

ともない。マルマ語話者の大半はバングラ語（ベンガル語）との二言語話者であり、マルマ語

の中にはバングラ語からの借用語も多数みられる。

翻訳にあたっては、筆者にマルマ語をおしえてくれているオン・チャイン・ヌン・マルマさ

ん（PONcháiNnǔN mar@ma: 1978生、ラージョストリ出身）にご協力いただいた。

マルマ語の資料としては Bernot［1966］が民話を紹介し、フランス語とマルマ語の対訳をあ

げている。ただし言語学的な分析はなされていない。筆者によるものとしては、マルマ語の機

能語をあつかった Huziwara［2008］の附録として語釈をつけた民話を一編提示したことがある

ほか、藤原［2015］でもチャック語の民話と比較する形式で紹介したことがある。マルマ語文

法についてまとまった記述は存在しないけれども、Bernot［1958］や藤原［2003］は音韻論を

あつかい、Huziwara［2011］は名詞化を中心に文法の概略をのべている注3。このほか、社会言

注1 加藤［2015］はビルマ語圏での言語調査において文法調査票としても使用しうる。たとえば Kurabe
［2012］は、加藤［2015］の旧版である加藤［1998］にみられる会話文をジンポー語に翻訳し、訳
注をつけたものである。

注2 マルマ人は仏教徒であり、説法はマルマ人の僧によってマルマ語でおこなわれる。僧の中にはビル

マで修行してきた人もおおい。そのような僧の言語には、ビルマ語の影響がみられることがある。

ビルマで修行した僧を通じて、一部のビルマ語がマルマ人社会にはいってきている可能性はある。

近年はビルマのテレビ番組やインターネットの動画サイト、あるいは市販される DVDなどでビル
マ語にふれる機会もありうる。ただし、大多数のマルマ語話者は、ビルマ語と直接接触することな

く生活している。なお、マルマ人は伝統的にはビルマ文字を使用しているけれども、マルマ人の中

でビルマ文字のよみかきができる人は、特別な教育をうけた人にかぎられる。マルマ人の文字につ

いては藤原［2011］も参照。
注3 Ashaduzzaman & Rashel［2007–2008］は文法形式の概略を提示しているけれども、音素分析がな
されておらず、このままの形式で資料として利用するのは困難である。
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語学的な研究としてMaggard et al.［2007］、ビルマ語とラカイン語との比較音韻論をあつかっ

た Davis［2014］などにマルマ語についての記述がみられる。

2 表記上の注意

本稿におけるマルマ語は筆者による音素表記である。

音素は/p, ph, b, t, th, d, c, ch, j, k, kh, g, P, T, S, h, m, hm, n, hn, N, hN, l, hl, r, hr, w, y; i, e, a, O,

o, u, @/である。音節構造は (C0@)C1(C2)(C3)V1V2(C4)とまとめることができる。(C0@)は軽音

節であり、固有の声調をもつことはない。C0 には/hm, hl/をのぞくすべての子音が確認されて

いる。C1 にはすべての子音があらわれうる。C2 には/r, w, y/が、C3 には/w/が、C4 には/P, N/

があらわれうる。V1 にはすべての母音が、V2 には/i, u/のみがあらわれうる。ただし、V1V2

のくみあわせとしてありうるのは/ai, oi, Oi, ou/のみであり、原則としてはいずれも閉音節であ

らわれる注4。声調としては低声調（アクセント記号なし）と高声調（鋭アクセント記号 　́ でし

めす）、上昇調注5（曲アクセント記号 　̌ でしめす）が弁別的である。

マルマ語には、ビルマ語と同様に、有声交替（voicing alternation）とよばれる現象がある。有

声交替とは無声閉鎖音の語頭子音が複合語を形成して語中にあらわれるとき、対応する有声閉

鎖音に変化する現象のことである。有声交替しうる子音のくみあわせは次のとおりである: p >

b, t > d, c > j, k > g注6。ただし、声門閉鎖音の後では有声交替しない。たとえば使役をあらわ

す-ci|-ji “-CAUS”は、声門閉鎖音のあとでは TOP-ci “drink-CAUS”のように、それ以外の環境で

は cá-ji “eat-CAUS”のようにあらわれる。なお本稿では、有声交替しうる語であっても、文中で

あらわれている形式で言及する。

3 マルマ語会話文

以下の会話文は加藤［2015］にみられる会話文をマルマ語に翻訳したものである。例文番号

は加藤［2015］での課に対応する。たとえば（1）は第一課の会話文である。日本語訳は、多少

不自然であっても、逐語訳にちかい訳をつけるようにした。なお、バングラデシュでの実態に

あわせて、加藤［2015］にみられる地名などを変更している箇所がある。また、必要に応じて

初出時に注をつけている。たとえば j@ “what”が ja “what”の縮約形式であることは (7) A5で指

摘するので、(20) A1で同様の訳注をつけることはしない。

注4 原則にあわないものについては適宜訳注でのべる。
注5 上昇調において母音は緊喉母音となる。標準的なビルマ語の下降調に対応する。なお、ビルマの南

東端ではなされるメルギー方言［Kato 2012］やパロー方言［大塚 2014］でも、緊喉母音は上昇調
である。標準的なビルマ語をはさんで西側のマルマ語と東側のメルギー方言やパロー方言でみられ

る上昇調が古形である可能性を、この事実は示唆する。
注6 Bernot［1958］には T > D という交替もみられる。しかし、筆者の観察の範囲では、確認されな

い。なお、ビルマ語では無声有気音類も対応する有声無気音類に変化しうる。しかし筆者が観察し

ているマルマ語ではそのような語例が確認されていない。また、ビルマ語では綴字上の無声子音が

語中で有声化することにともない、先行する軽声音節の初頭子音までが綴字上は無声子音であっ

ても有声化する。しかし、マルマ語においては軽声音節の初頭子音までが有声化することはない:
‘language’ WrB <ca kaa>, SpB [z@gá], Marma c@gá。
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(1)A1: de

this

Tu

thing

PúNbaN

coconut.tree

=lÓ?

=PQ

これはココヤシの木ですか

注 1マルマ語の指示詞には三種類ある。すなわち近称の de、中称の yáN、遠称の thú

である。

注 2 Tuは人に対しても物に対しても使用されうる。ここでは物をさしている。

注 3 =lÓ “=PQ”は、口語ビルマ語の=láではなく、文語ビルマ語の=lÓと対応する。こ

のように、マルマ語の形式は文語ビルマ語と対応することがある。

B1: m@-

NEG

houP

be.right

(=pa).

=POL

いいえ

注 1 マルマ語の否定文では、動詞の直前に否定辞をつけるだけでよい。ビルマ語で

は、動詞の直前に否定辞がくるだけでなく、動詞のあとにも否定文であることをしめ

す標識があらわれる。

注 2 ビルマ語において丁寧の=pa は頻繁にもちいられる。だがマルマ語においては

=pa がないからといって特にぞんざいな表現ということはない。=pa はあまりもち

いられない。本稿において=pa|=ba “=POL”がほとんどあらわれないのは、そのため

である。

B2: yáN

that

Tu

thing

tháiNbaN

toddy.palm.tree

(=ba).

=POL

それはオウギヤシの木です

A2: de

this

Tu

thing

ja

what

=lé?

=CQ

これは何ですか

B3: yáN

that

Tu

thing

T@raPpaN

mango.tree

(=ba).

=POL

それはマンゴーの木です

(2)A1: mǎphru

PSN

niN

stay

kÓN

be.good

(=re)

=RLS

=lÓ?

=PQ

マー・プルー、元気ですか

注 niN “stay”は、ビルマ語では ne に対応する。マルマ語においては、頭子音が鼻子

音であり母音が高母音であるとき、語末に-N があらわれる。

B1: niN

stay

kÓN

be.good

=re.

=RLS

元気です
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B2: PONthwáiN

PSN

=gá?

=TOP

オン・トワインは

注ビルマ語原文では文末は=gÓである。このビルマ語形式に語源的に直接対応するマ

ルマ語は未確認である。

A2: niN

stay

kÓN

be.good

=re.

=RLS

元気です

A3: Na

1

P@gǔ

now

j́ı

market

lá

go

=phǒ.

=FUT

私は今市場に行きます

注 1マルマ語の人称詞としては、一人称 Na（普通体）、kywaiNdO（謙譲体）、二人称

maiP（目下の男性）、naN（目下の女性）、kobaN（敬体）、三人称 de Tu（この人）、yáN

Tu（その人）などがある。いずれも語類としては名詞に属する。これらの人称詞は文

中の必須要素ではない。文脈から理解可能であれば、明示的にはあらわれないことの

ほうがおおい。

注 2未来の出来事をあらわすばあい、ビルマ語では非現実法が多用されるけれども、

マルマ語においては未来標識の=phǒが多用される。=phǒは、話者が未来においてお

こなわれると確信をもっているばあいに使用される傾向にある。確信度がひくいばあ

いには、非現実法の=me が使用される傾向にある。

A4: lOiP

follow

=phǒ

=FUT

=lÓ?

=PQ

ついて来ますか

B3: houP

be.right

=te.

=RLS

はい

注 1肯定の返事としては、ほかに PiN や Poi がある。Poi は、開音節で二重母音があ

らわる例外的な語例である。

注 2 =te “=RLS”は声門閉鎖音の後でのみあらわれる。その他の環境では=re “=RLS”

があらわれる。両者は相補分布している。語源的にも関連しているとおもわれる。た

だし共時的には、t と r が交替する例がほかに確認されていない。

B4: lOiP

follow

=phǒ.

=FUT

ついて行きます

B5: Na

1

=lé

=too

P@gǔ

now

j́ı

market

lá

go

=phǒ

=FUT

pyaN

do

-niN

-CONT

=re.

=RLS

私も今市場に行こうとしていたところです
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注 -niN “-CONT” は動詞 niN “stay” が助動詞として使用されているものである。この

ように、マルマ語の助動詞のおおくは、動詞が文法化したものである。

(3)A1: PONthwáiN,

PSN

ja

what

cá

eat

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

オン・トワイン、何を食べますか

B1: Na

1

wOPTáháN

pig.meat.dish

cá

eat

=phǒ.

=FUT

私は豚肉のおかずを食べます

B2: mǎphru

PSN

=lé

=too

wOPTáháN

pig.meat.dish

cá

eat

=phǒ

=FUT

=lÓ?

=PQ

マー・プルーも豚肉のおかずを食べますか

A2: m@-

NEG-

cá.

eat

食べません

A3: Na

1

wOPTá

pig.meat

m@-

NEG-

krOiP.

like

私は豚肉が好きではないです

B3: ja

what

háN

dish

krOiP

like

(=te)

=RLS

=lé?

=CQ

何のおかずが好きですか

A4: kraPTáháN

chicken.meat.dish

krOiP

like

=te.

=RLS

鶏肉のおかずが好きです

(4)A1: th@mÓN

rice

cá

eat

-bŕı

-end

=bya

=PRF

=lÓ?

=PQ

ご飯をもう食べましたか

注 1 th@mÓN “rice” は、ビルマ語の綴字からは th@máN となることが予想される。

th@mÓN という形式は、むしろビルマ語アラカン方言にちかい。

注 2 -bŕı “-end”は動詞 bŕı “end”が助動詞として使用されているものである。この動

詞は=bya “=PRF”とも関係しているかもしれない。

B1: cá

eat

-bŕı

-end

=bya.

=PRF

もう食べました

B2: mǎphru

PSN

=gá?

=TOP

マー・プルーは
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A2: m@-

NEG-

cá

eat

-rǎ

-can

=Ťı.

=still

まだ食べていません

注 -rǎ “-can”は動詞 rǎ “get”が助動詞として使用されているものである。文脈により

“-can”の意味にもなれば、たとえば (8) B5のように “-must”の意味にもなる。

A3: Na

1

mwaiP

get.hungry

-niN

-CONT

=bya.

=PRF

私はもうお腹が空いてしまっています

B3: y@

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

Na

1

mǔNdi

rice.noodle

kywé

treat

=phǒ.

=FUT

そのように言うなら、私が米麺をおごります

注 y@は yáN “that”が縮約した形式である。y@=pOiN cho=ge “that=ESS say=COND”は

hlOP=ke “?=COND”ともいう。hlOP 単独の意味は不明である。

A4: P@cOiP

real

=lÓ?

=PQ

本当ですか

注 P@hmaiN=lÓ? “right=PQ”ということもできる。

A5: ja

what

=ma

=LOC

=lé?

=CQ

どこでですか

注マルマ語の=ma “=LOC”は、ビルマ語では無声鼻音をもつ=hmaで対応する。

B4: P@phaPTá

friend

+chOiN

+shop

=ma.

=LOC

友人の店で

B5: cá

eat

=rǒ

=SEQ

kÓNgÓN

very

kÓN

be.good

=re.

=RLS

食べてとても良いです

B6: hlOP

?

=ke,

=COND

lOiP

follow

+la.

+come

では、ついて来てください

注 lOiP+la “follow+come” は lOiP-lai “follow-come.IMP” ということもできる。lai は

命令文でのみ使用される特別な形式であり、開音節で二重母音があらわれる例外的な

形式でもある。

(5)A1: Na

1

hnaPphraiN

tomorrow

kh@ŕı

travel

thwOP

go.out

=phǒ.

=FUT

私は明日旅に出ます
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B1: ja

what

=dǒ

=ALL

lá

go

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

どちらに行きますか

注 ja=dǒ “what=ALL”は ja=go “what=OBJ”ということもできる。一般に移動の目的

地を標示するには方向格と目的格のいずれを使用してもよい。

B2: ph@lÓNkhyoiP

PLN

=lÓ?

=PQ

コックス・バザールですか

注 ph@lÓNkhyoiP は ph@lÓN “gentleman; Westerner” + khyoiP “hold”と分析できる。東

インド会社の役人であった Hiram Cox（1760–1799）が赴任した土地であるところか

らコックス・バザール（Cox’s Bazar）とよばれるようになった。マルマ語では、人

名そのものではなく「西洋人」という単語を使用している。なお、倉部慶太氏による

と、ph@lÓNという形式は、タイ語の [falàN] “a person of white race”と同源形式ではな

いか、ということである。

A2: m@-

NEG-

houP.

be.right

いいえ

A3: cOiPt@gÓN

PLN

lá

go

=phǒ.

=FUT

チッタゴンに行きます

注チッタゴン（Chittagong）はバングラデシュ第二の都市であり、マルマ人が居住す

るチッタゴン丘陵からちかい港町である。

B3: ja

what

=nǎ

=COM

lá

go

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

何で行きますか

注 =nǎ “=COM” は道具をあらわすこともできる。なお、共同格としての用法は (5)

B4などにみられる。

A4: gaŕı

car

=nǎ

=COM

lá

go

=phǒ.

=FUT

車で行きます

A5: gaŕı

car

+tikaiP

+ticket

=lé

=too

we

buy

-bŕı

-end

=bya.

=PRF

車の切符もすでに買いました

B4: P@Tǔ

who.OBL

=nǎ

=COM

lá

go

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

誰と行きますか

注 P@Tǔ “who.OBL”は P@Tu “who”の斜格である。助詞の直前で低平調が上昇調に変

調する。類似した現象はビルマ語にもみられる。
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A5: P@phaPTá

friend

=nǎ

=COM

P@tu

together

lá

go

=phǒ.

=FUT

友人と一緒に行きます

(6)A1: mǎphru,

PSN

P@phǎ

father

=gá

=TOP

ja

what

P@louP

work(n)

louP

work(v)

=ca

=NMLS

=lé?

=CQ

マー・プルー、お父さんは何の仕事をしているのですか

B1: kuNpańı

company

=ma

=LOC

louP

work(v)

=te.

=RLS

会社で働いています

A2: P@mwı̌N

mother

=gá

=TOP

ja

what

louP

work(v)

=ca

=NMLS

=lé?

=CQ

お母さんは何をしているのですか

B2: j́ı

market

rÓN

sell

=re.

=RLS

商売しています

B3: P@myúmyú

various

waiN

article

rÓN

sell

=re.

=RLS

いろいろな物を売っています

A3: ja

what

=ma

=LOC

rÓN

sell

=ca

=NMLS

=lé?

=CQ

どこで売っているのですか

B4: j́ı

market

=thé

=place.inside

=ma

=LOC

rÓN

sell

=re.

=RLS

市場の中で売っています

B5: P@mwı̌N

mother

+chOiN

+shop

=gá

=TOP

lu

man

krOiP

like

myá

be.many

=re.

=RLS

母の店は好きな人が多いです

(7)A1: mǎprhu

PSN

=ma

=LOC

j@paiN

Japan

+caPouP

+book

ȟıN

exist

=re

=RLS

=lÓ?

=PQ

マー・プルーのところには日本の本がありますか

注マルマ語における所有表現は “A=ma B ȟıN=re”「Aのところに Bがある（Aは B

をもっている）」と表現する。

B1: ȟıN

exist

=re.

=RLS

あります
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A2: hmya

how.much

=PouP

=CL:book

ȟıN

exist

=re

=RLS

=lé?

=CQ

何冊ありますか

注マルマ語における類別詞は単独では使用されない。(7) A2のように疑問語ととも

に、または (7) B2のように数詞とともに使用される。なお、類別詞は通常は「数詞-類

別詞」の辞順で使用される。ただし、一の位が零となる数（位どりの単位の数）数をか

ぞえるときには「名詞-bÓN|-pÓN数詞」または「名詞 + P@-類別詞数詞」という形式が

使用される。たとえば「二十人」は、次のように表現されうる:（A）lu-bÓN hnOiP+che

“man-COL two+ten”、（B）lu+P@-yOP hnOiP+che “man+PRFX-CL:man two+ten”。

B2: che

ten

=PouP

=CL:book

=hlOP

=almost

ȟıN

exist

=re.

=RLS

十冊ほどあります

A3: myá

be.many

=re

=RLS

=hnÓN.

=SFP

たくさんですね

注 =hnÓN は=hnÓや m@hnÓともいえる。

A4: Nǎ

1.OBL

=ma

=LOC

t@

one

=PouP

=CL:book

=té

=only

ȟıN

exist

=re.

=RLS

私のところには一冊だけあります

注 1 t@は tOiP “one”が弱化した形式である。

注 2 =té “=EMPH”は類別詞にのみ付加する。

A5: j@

what

=pOiN

=ESS

pyaN

do

=rǒ

=SEQ

rǎ

get

=ca

=NMLS

=lé?

=CQ

どのようにして手に入れたのですか

注 j@=pOiN “what=ESS”は ja=pOiN “what=ESS”が縮約した形式である。

B3: P@phaPTá

friend

t@

one

=yOP

=CL:man

j@paiN

Japan

=gǎ

=ABL

pǒ

send

=rǒ

=SEQ

ṕı

give

=re.

=RLS

友人が一人日本から送ってくれました

注加藤［2015］では動詞連続で表現されているところでも、マルマ語では動詞連続

をもちいず、=rǒ “=SEQ”（日本語の「テ形」に相当）が多用される傾向にある。マル

マ語と隣接するビルマ語アラカン方言でも類似した傾向があり、インド・アーリア語

との接触による影響が示唆されている［Vittrant 2015］。動詞連続ではなく副動詞を

使用することは、地域的な特徴といえるかもしれない。

(8)A1: PONthwáiN

PSN

de

this

ňıN

day

ja

what

=dǒ

=ALL

lá

go

-khyaN

-want

=re

=RLS

=lé?

=CQ

オン・トワインは今日どこへ行きたいですか

注 de ňıN “this day”は N@ňıN “today”ともいう。
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B1: Na

1

de

this

ňıN

day

balǎgáta

PLN

+jadi

+pagoda

=dǒ

=ALL

lá

go

-khyaN

-want

=re.

=RLS

私は今日バラガタ・パゴダへ行きたいです

注 balǎgáta+jadi は、マルマ人の中心都市であるバンドルバン（Bandarban: マルマ語

では rwadO）の郊外にある仏塔。

B2: de

this

=gǎ

=ABL

gaŕı

car

=nǎ

=COM

lá

go

-rǎ

-must

=re

=RLS

=lÓ?

=PQ

ここから車で行かなければなりませんか

注 de=gǎ “this=ABL”は弱化して d@=gǎと発音されることもある。

A2: gaŕı

car

=nǎ

=COM

lá

go

=phǒ

=FUT

m@-

NEG-

lo.

need

車で行く必要はありません

注 m@-lo “NEG-need”は P@lo m@-ȟıN “need NEG-exist”ということもできる。

A3: balǎgáta

PLN

+jadi

+pagoda

=gá

=TOP

pá

be.near

=re.

=RLS

バラガタ・パゴダは近いです

注 pá=re “be.near=RLS”は P@páSe “near(n)”ということもできる。

A4: Twá

walk

=rǒ

=SEQ

lá

go

=phǒ

=FUT

rǎ

can

=re.

=RLS

歩いて行くことができます

注 Twá “walk”に語源的に対応するビルマ語は「行く」という意味で使用される。lá

“go”に語源的に対応するビルマ語は、あまり使用されない。

B3: dǒdOlé

however

Na

1

d@gǔ

now

P@khri

foot

na

pain(v)

(-niN)

-CONT

=re.

=RLS

しかし、私は今足が痛いです

B4: riPSa

rickshaw

=nǎ

=COM

lá

go

-hnOiN

-can

=re

=RLS

=lÓ?

=PQ

リキシャで行くことができますか

注 -hnOiN は可能をあらわす助動詞である。本動詞としては無声鼻音ではない nOiN

“be.able.to”という形式が使用される。

A5: lá

go

-hnOiN

-can

=re.

=RLS

行くことができます

A6: yáN

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

riPSa

rickshaw

=nǎ

=COM

lá

go

=phǒ.

=FUT

そのように言うなら、リキシャで行きます
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B5: ja

what

=hlOP

=almost

ṕı

give

-rǎ

-must

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

どれくらい（お金を）あげるべきですか

A7: Ná

five

+che

+ten

=hlOP

=almost

ṕı

give

-rǎ

-must

=phǒ.

=FUT

50（タカ：バングラデシュの通貨単位）くらいあげないといけないでしょう

(9)A1: P@me,

sister.VOC

de

this

(P@)ná

place.beside

=ma

=LOC

tibi

TV

rÓN

sell

=ca

=NMLS

chOiN

shop

ȟıN

exist

=re

=RLS

=lÓ?

=PQ

姉さん、この近くにテレビを売る店はありますか

注 1 P@me “sister.VOC”は年長の女性に対する呼びかけ語。

注 2 マルマ語における名詞修飾表現では、動詞句に名詞化標識=ca（または未来標

識=phǒ）がついた名詞修飾節が主要部名詞に先行する。いわゆる（A）「内の関係」

と（B）「外の関係」のいずれもが可能である: （A）「彼が食べた魚」Tu cá=ca Ná “3

eat=NMLS fish”、（B）「魚を焼いたにおい」Ná kaN=ca P@co “fish grill=NMLS smell”。

B1: ȟıN

exist

=re.

=RLS

あります

B2: P@gǔ

now

gaŕı

car

thwOP

go.out

-khǎ

-VEN

=ca

=NMLS

nera

place

+bá

+be.near

=ma

=LOC

ȟıN

exist

=re.

=RLS

今、車が出てきた場所の近くにあります

注 +bá “+be.near”は pá “be.near”の頭子音が複合語内で有声化した形式。

B3: twı̌

meet

=lÓ?

=PQ

見えますか

A2: houP

be.right

=te.

=RLS

はい

A3: twı̌

meet

=bya.

=PRF

見えました

A4: Na

1

tibi

TV

+P@gŕı

+big

lo

need

-khyaN

-want

=re.

=RLS

私はテレビの大きいのが欲しいです

A5: yáN

that

chOiN

shop

=ma

=LOC

tibi

TV

+P@gŕı

+big

ȟıN

exist

=re

=RLS

=lÓ?

=PQ

その店にテレビの大きなのはありますか
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B4: thú

that

chOiN

shop

=ma

=LOC

P@gŕı

big

=ca

=DEF

m@-

NEG-

ȟıN

exist

(=hrǒ)

=QUOT

thaN

think

=re.

=RLS

その店に大きなのはないと思います

注 1 =caは、一般的には動詞に後続して名詞化する機能をもつ。ただし、ここでみら

れるように、名詞に後続して定辞としても機能しうる。=caのさまざまな用法につい

て詳細は Huziwara［2011］を参照。

注 2 (=hrǒ) “=QUOT”は=hǒまたは=phǒともいえる。

B5: P@Se

small

cho

say

=ge,

=COND

ȟıN

exist

-hnOiN

-can

=re.

=RLS

小さいのならありえます

A6: houP

be.right

=lÓ?

=PQ

本当ですか

A7: ja

what

=baN

=EMPH

phrOiP

become

-li,

-CMPL

lá

go

+krě

+watch

=phǒ.

=FUT

ともあれ、行ってみます

注 -li は、たとえば (11) A3などにみられるように、しばしば過去の標識として使用

される。しかし、この用例のようにかならずしも過去の事態をあらわすとはいえない

用例もあることから、本稿では CMPLという語釈をつけている。

A8: ḱıjǔ

thank

taN

put.on

=re.

=RLS

ありがとうございます

B6: taN

put.on

-Tá

-need.NMLS

m@-

NEG-

ȟıN.

exist

そうする必要はありません

注 taN-Tá “put.on-need.NMLS” のかわりに prÓ-Tá “say-need.NMLS” ということもで

きる。

(10)A1: mONhlǎ

PSN

=gá

=TOP

búT́ı

calabash.fruit

yu

take

=rǒ

=SEQ

ṕı

give

=re.

=RLS

モン・ラーがユウガオの実をもってきてくれました

A2: búT́ı

calabash.fruit

=go

=OBJ

b@jON

how

cá

eat

-rǎ

-can

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

ユウガオの実はどのように食べられますか

A3: de

this

=P@tÓiN

=ESS

kOiP

bite

=rǒ

=SEQ

cá

eat

-rǎ

-can

=ca

=NMLS

=lÓ?

=PQ

このまま噛んで食べるのですか
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B1: m@-

NEG-

cá

eat

-rǎ.

-can

食べられません

B2: P@khwaiN

skin.of.fruit

khwa

peel

=rǒ

=SEQ

cá

eat

-rǎ

-must

=phǒ.

=FUT

皮を剥いて食べないといけません

B3: búT́ı

calabash.fruit

=gá

=TOP

prouP

boil

=rǒ

=SEQ

cá

eat

=ge,

=COND

kÓN

be.good

=re.

=RLS

ユウガオの実は煮て食べるとおいしいです

注 ユウガオの実はビルマでは油で揚げて食べることがおおい。しかしチッタゴン丘

陵では油で揚げることはない。湯で煮て食べる。

B4: cá

eat

-khyaN

-want

=ge,

=COND

P@gǔ

now

prouP

boil

=rǒ

=SEQ

ṕı

give

=phǒ.

=FUT

食べたければ、今、煮てあげます

—

B5: prouP

boil

-pŕı

-end

=bya.

=PRF

もう煮おわりました

B6: mré

taste(v)

+krě

+watch

=mai.

=HRT

味見してみてください

注 =mai “=HRT”は開音節で二重母音があらわれる例外的な語例である。

A4: kÓN

be.good

=phǒ

=FUT

=puN.

=shape

おいしそうです

注 文末の=puN “=shape” は「～のようだ・～しそうだ」という意味。=phǒ “=FUT”

だけでなく、=re “=RLS”も先行しうる: 「雨がふりそうだ」mú rwa=phǒ=puN “rain

rain(v)=FUT=shape”、「雨がふったようだ」mú rwa=re=puN “rain rain(v)=RLS=shape”。

=re のあとには有声交替した=buN という形式があらわれてもよい。また、=ca

“=NMLS”が先行するときは、有声交替した=buN という形式のみがあらわれる: 「雨

がふったようだ」mú rwa=ca=buN “rain rain(v)=NMLS=shape”。

B7: de

this

P@khyOiNre

sauce

=nǎ

=COM

tǒ

dip

=rǒ

=SEQ

cá

eat

=mai.

=HRT

このソースをつけて食べてください

B8: j@

what

=pOiN

=ESS

=lé?

=CQ

どうですか
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A5: kÓNgÓN

very

kÓN

be.good

=re.

=RLS

とても良いです

A6: mǎphru

PSN

j@paiN

Japan

lá

go

=rǒ

=SEQ

yáN

that

=ma

=LOC

rÓN

sell

=ge,

=COND

kÓN

be.good

=phǒ.

=FUT

マー・プルーさんは日本に行って、そこで売れば良いです

A7: kÓNgÓN

very

rÓN

sell

-rǎ

-can

=phǒ.

=FUT

とても売れるでしょう

B9: m@-

NEG-

hmrǑN

elevate

=gě.

=NEG.IMP

持ち上げないでください（お世辞を言わないでください）

(11)A1: T@mwı́N,

daughter

de

this

N@ňıN

today

kyÓN

school

m@-

NEG-

lá

go

=lÓ?

=PQ

娘よ、今日は学校に行かないのかい

B1: N@ňıN

today

kyÓN

school

poiP

close

=rama

=because

lá

go

=phǒ

=FUT

m@-

NEG-

lo.

need

今日は学校が閉まっているので、行く必要がありません

注 =rama “=because” は=ra=ma “=place=LOC” と分析しうる（加藤昌彦氏の指摘に

よる）。

B2: P@ba

father

=lé

=too

yúN

office

m@-

NEG-

lá

go

=lÓ?

=PQ

父さんも会社に行かないの

A2: N@ňıN

today

P@wáiN

belly

na

pain(v)

=rama

=because

m@-

NEG-

lá

go

=bya.

=PRF

今日はお腹が痛いのでもう行かなかった

A3: Nyǎgǎ

yesterday

mǔNdi

rice.noodle

P@myágŕı

very.much

cá

eat

-li

-CMPL

=rama.

=because

昨日、米麺をたくさん食べたので

B3: P@ba

father

=gá

=TOP

=lé

=too

kyáiNmaŕı

health

=go

=OBJ

t@

one

=phě

=CL:piece

=hlOP

=almost

T@ďı

attention

prǔ

do

=mai.

=HRT

お父さんも健康に少しくらい注意してください

A4: T@ďı

attention

prǔ

do

=g@lé

=even

=TOP

=up.to

phrOiP

become

-l@khǎ

-CMPL.VEN

=re.

=RLS

注意しても、（腹痛に）なってしまった

注 1 =g@lé “=even”は=ge=lé “=COND=too”が縮約した形式であると推定される。

注 2 -l@khǎ “-CMPL.VEN” は lá-khǎ “go-VEN” が縮約した形式であると話者から説明
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されることがある。ただし、縮約していない形式は未確認である。

A5: m@-

NEG-

tá

oppose

-hnOiN.

-can

どうしようもない

B4: P@ba

father

=go

=OBJ

P@mwı̌N

mother

t@khat@ri

often

chu

scold

=g@lé

=even

=TOP

=up.to

lúNwǎ

absolutely

ná

ear

m@-

NEG-

thON

ear.listen

=hnÓN.

=SFP

お父さんをお母さんがしばしば叱るのに、まったく聞かないですね

注 ná+thON は全体で「聞く」という意味である。náは名詞であり単独で「耳」という

意味がある。他方、thON が動詞であることは否定辞の m@-が前接することからわかる

けれども、単独では「聞く」という意味にはならない。

B5: kÓNgÓN

very

khaP

be.difficult

=ca

=NMLS

=m@hnÓ.

=SFP

とてもむずかしいですね、もう

注 m@hnÓは否定辞の m@-に文末助詞の hnÓがついたものと分析しうる。ただし、否定

辞は動詞につくのが通則であり、文末助詞につく例は他に確認されていない。そこで

本稿では全体をひとつの文末助詞と解釈している。

A6: wiN

house

=ma

=LOC

P@mwı̌N

mother

hnOiP

two

=yOP

=CL:man

ȟıN

exist

=ca

=NMLS

=pOiN

=ESS

=hnÓN.

=SFP

家にお母さんが二人いるようだなあ

(12)A1: Na

1

mrOiP

sea

=ná

=place.beside

=go

=OBJ

lá

go

-khyaN

-want

=re.

=RLS

私は海のそばに行きたいです

A2: ph@lÓNkhyoiP

PLN

=nǎ

=COM

P@wǎgywáiN

PLN

ja

what

Tu

thing

po

be.more

kÓN

be.good

=lé?

=CQ

コックス・バザールとポトゥアカリではどちらがより良いですか

注 P@wǎgywáiN は、P@wǎ “mouth”と kywáiN “island”からなる複合語と分析しうる。

バングラデシュでポトゥアカリ（Patuakhali）として知られるこの地は、ガンジス河

の河口にあり、いくつもの島のようにつらなっている地域である。

B1: ph@lÓNkhyoiP

PLN

=ká

=TOP

P@wǎgywáiN

PLN

=thaP

=than

po

be.more

(=rǒ)

=SEQ

kÓN

be.good

=re

=RLS

thaN

think

=re.

=RLS

コックス・バザールの方がポトゥアカリよりも良いと思います

B2: ja

what

=phǒ

=PURP

mrOiP

sea

=ná

=place.beside

=go

=OBJ

lá

go

-khyaN

-want

=ca

=NMLS

=lé?

=CQ

何のために海のそばに行きたいのですか

A3: Na

1

mrOiP

sea

(=ko)

=OBJ

kÓNgÓN

very

krOiP

like

=te.

=RLS

私は海がとても好きです
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B3: Na

1

=lé

=too

=TOP

=up.to

krOiP

like

=te.

=RLS

私も好きです

B4: Na

1

rOP

arrive

-phú

-EXP

=re

=RLS

=P@thé

=place.inside

=ma

=LOC

SáiNmatiN

PLN

P@hlǎ

beautiful

-chúN

-SUPL

=bya.

=PRF

私が行ったことがある中でセントマーチンが一番美しかったです

注 SáiNmatiN はセントマーチン島（St. Martin Island）とよばれるバングラデシュ最南

端の島であり、リゾート地である。コックスバザールからちかい。

A4: houP

be.right

=te

=RLS

=lÓ?

=PQ

そうですか

A5: yáN

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

Na

1

SáiNmatiN

PLN

lá

go

-khyaN

-want

=re.

=RLS

そのように言うなら、私はセントマーチンに行きたいです

B5: Nǎ

1.OBL

wiN

house

=ma

=LOC

SáiNmatiN

PLN

=P@krÓN

=about

=go

=OBJ

rwı́

write

=ca

=NMLS

caPouP

book

ȟıN

exist

=re.

=RLS

私の家にセントマーチンについて書いた本があります

注 Nǎは「私」の斜格であるけれども、機能的には所有をあらわす。

B6: wiN

house

=go

=OBJ

lOiP

follow

=laiP

=IMP

(=pa).

=POL

家について来てください

B7: P@gǔ

now

ṕı

give

-lOiP

-CMPL

=phǒ

=FUT.

今、あげてしまいましょう

注 -lOiP “-CMPL”は動詞 lOiP “follow”が助動詞として使用されているものである。

A6: Pá

power

+na

+pain(v)

=re.

=RLS

すいません

注 Pá+na “power+pain(v)”は全体としては「申し訳ない」という意味。

B8: Pá

power

m@-

NEG-

na

pain(v)

=gě.

=NEG.IMP

遠慮しないでください

(13)A1: mǎphru

PSN

yúd@yǎ

Thai

=pOiN

=ESS

prÓ

speak

-daiP

-can

(=ca)

=NMLS

=lÓ?

=PQ

マー・プルーはタイ人のように（タイ語を）話すことができますか

注 -daiP “-can”は動詞 taiP “know”が助動詞として使用されているものである。能力

可能をあらわす。
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B1: m@-

NEG-

prÓ

speak

-daiP.

-can

話すことができません

B2: mONhlǎ

PSN

=gá?

=TOP

モン・フラーは

A2: néné

little.bit

(=ra)

=EMPH

prÓ

speak

-daiP

-can

=te.

=RLS

少しだけ話すことができます

A3: P@yaN

time.before

=kha

=time.when

t@

one

=hnOiP

=CL:year

=hlOP

=almost

TaN

learn

-phú

-EXP

=re.

=RLS

以前一年ほどやったことがあります

B3: t@rouP

Chinese

+c@gá

+language

=lé

=too

prÓ

speak

-daiP

-can

=te

=RLS

=lÓ?

=PQ

中国語も話せますか

A3: t@rouP

Chinese

+c@gá

+language

=gá

=TOP

kÓNgÓN

very

prÓ

speak

-daiP

-can

=te.

=RLS

中国語はとてもよく話せます

A4: P@Se

small

=kha

=time.when

=gá

=TOP

wiN

house

=ná

=place.near

=gǎ

=ABL

t@rouP

Chinese

+wagŕı

+old.man

t@

one

=yOP

=CL:man

Nǎ

1.OBL

=go

=OBJ

ňıNdÓiN

everyday

TaN

learn

+ṕı

+give

=ca.

=NMLS

小さい時、家の近くの中国人のおじいさんが毎日私に教えてくれたのです

注 TaN の意味が “learn” ではなく、ここでは +ṕı “+give” をともなうことにより、

“teach”となっている。

B4: yáN

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

PáNg@loiP

British

=pOiN

=ESS

=lé

=too

kÓNgÓN

very

prÓ

speak

-daiP

-can

=ca

=NMLS

=bya.

=PRF

そのように言うなら、イギリス人のようにも（英語を）とても話すことができるので

すね

A5: houP

be.right

=te.

=RLS

はい

A6: prÓ

speak

-daiP

-can

=te.

=RLS

話すことができます

B5: tO

be.clever

=re,

=RLS

tO

be.clever

=re

=RLS

すごい、すごい
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(14)A1: PONthwáiN

PSN

=gá

=TOP

t@

one

=haPtaP

=CL:week

t@

one

=kha

=CL:time

cÓN

guitar

+ch@ra

+teacher

=bÓN

=place.near

=ma

=LOC

cÓN

guitar

taN

learn

-niN

-CONT

=re.

=RLS

オン・トワインは一週間に一度ギターの先生のところでギターを学んでいます

B1: PONthwáiN

PSN

nOP

next

t@

one

=haPtaP

=CL:week

ja

what

P@khyiN

time

=ma

=LOC

la

come

(=rǒ)

=SEQ

taN

learn

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

オン・トワインは次の週は何時に来て学びますか

C1: Něgǎ

morning

che

ten

=nari

=CL:hour

=hlOP

=almost

=ma

=LOC

la

come

-hnOiN

-can

=phǒ

=FUT

=lÓ?

=PQ

朝十時に来ることができますか

注 Něgǎ “morning”は Ně=gǎ “night=ABL”と分析可能であるとおもわれる。

B2: Nǎ

1.OBL

=ma

=LOC

Něgǎ

morning

P@khyiN

time

m@-

NEG-

ȟıN.

exist

私は朝に時間がありません

B3: mrǒ

town

=thé

=place.inside

=go

=OBJ

lá

go

-j@ra

-NMLS:things.to.do

ȟıN

exist

=rama.

=because

町の中に行く用事があるので

C2: yáN

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

NyǎphaP

afternoon

lé

four

=nari

=CL:hour

=hlOP

=almost

=ma

=LOC

rǎ

can

=phǒ

=FUT

=lÓ?

=PQ

そのように言うなら、午後四時ごろは可能ですか

注 NyǎphaP “afternoon” は Nyǎ=phaP “night=direction” と分析可能であるとおもわ

れる。

B4: houP

be.right

=te,

=RLS

rǎ

can

=re.

=RLS

はい、可能です

B5: yáN

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

NyǎphaP

afternoon

lé

four

=nari

=CL:hour

=hlOP

=almost

=ma

=LOC

khyǎ

put.down

=phǒ.

=FUT

そのように言うなら、午後四時にしましょう

B6: PONthwáiN

PSN

cÓN

guitar

taN

learn

-rǎ

-can

=ca

=NMLS

pyO

be.happy

=re

=RLS

=lÓ?

=PQ

オン・トワインはギターを学べるのが楽しいですか

C3: kÓNgÓN

very

pyO

be.happy

=re,

=RLS

ch@ra.

teacher

とても楽しいです、先生

C4: cÓN

guitar

+P@TaiN

+sound

=gá

=TOP

kÓNgÓN

very

ná

ear

+thON

+ear.listen

=rǒ

=SEQ

kÓN

be.good

=re.

=RLS

ギターの音はとても聞き心地が良いです
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C5: yáN

that

=P@krÓN

=reason

=ma

=LOC

Na

1

kÓNgÓN

very

krOiP

like

=te.

=RLS

その理由で、とても好きです

(15)A1: helo,

hello

PúkyOnáiN

PSN

+wiN

+house

=gǎ

=ABL

=lÓ?

=PQ

もしもし、ウー・キョー・ナインの家からですか

注 helo は電話でもちいられる間投詞である。英語の helloがバングラ語の hælo 経由

で借用されたものとおもわれる。

A2: mǎphru

PSN

=nǎ

=COM

c@gá

language

prÓ

speak

-khyaN

-want

=re.

=RLS

マー・プルーと話をしたいです

B1: t@

one

=khyaP

=CL:time

=Se

=DIM

kOiN

hold

+thá.

+put

しばらく（受話器を）もっておいてください

注 マルマ語において動詞は何らかの述部標識をともなってあらわれる傾向にあるこ

とを考慮すると、ゼロ形態素が命令文の標識であるとかんがえることもできる。

C1: helo.

hello

もしもし

A3: helo,

hello

mǎphru

PSN

=lÓ?

=PQ

もしもし、マー・プルーですか

A4: Nyǎgǎ

yesterday

mONhlǎ

PSN

khwı́

dog

P@kOiP

bite(n)

khaiN

suffer

=re

=RLS

=hlaiP.

=HS

昨日モン・フラーが犬にかまれたそうです

注 1 Nyǎgǎ “yesterday”は Nyǎ=gǎ “night=ABL”と分析可能であるとおもわれる。

注 2マルマ語において受身的な表現は「被動作主-動作主 P@-動詞 khaiN “suffer”」の

形式で表現される。

A5: P@gǔ

now

Tu

3

=dǒ

=ALL

P@tudu

together

lá

go

=rǒ

=SEQ

Pá

power

ṕı

give

-gaiP

-VPL

-rǎ

-must

=phǒ.

=FUT

今、彼のところに一緒に行って、元気づけないと（力をあげないと）いけません

注 -gaiP “-VPL”は動詞があらわす動作の主体が複数いることをしめす。

C2: houP

be.right

=te,

=RLS

lá

go

=phǒ

=FUT

=hnÓN.

=SFP

はい、行きましょうよ
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A6: yáN

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

phúNgŕıkyÓN

Buddhist.monastry

=ná

=place.near

=ma

=LOC

caPouP

book

phaiP

read

=rǒ

=SEQ

=P@tÓiN

=at.the.same.time

cǑN

wait

-niN

-CONT

=me.

=IRR

そのように言うなら、お寺の近くで本を読みながら待っています

C3: Na

1

Tǔ

3.OBL

=bÓN

=place.near

=ma

=LOC

lá

go

=re

=RLS

=kha

=CL:time

P@mré

often

=dÓiN

=every

mǔNdi

rice.noodle

yu

take

=rǒ

=SEQ

lá

go

=re.

=RLS

私は彼のところに行くときはいつも米麺を持っていきます

C4: laPchON

gift

P@ne

state

=nǎ

=COM

we

buy

=rǒ

=SEQ

lá

go

-rǎ

-can

=me.

=IRR

おみやげとして買って行くことができます

A7: houP

be.right

=te,

=RLS

rǎ

can

=re.

=RLS

はい、できます

C5: t@ná

for.a.while

=kha

=time.when

lá

go

-kȟı

-ANDV

=me.

=IRR

しばらくしたら行ってみます

注 -kȟı “-ANDV” は「行って～する」という意味の助動詞である。主語は一人称で、

=me “=IRR”に先行する例しか確認されていない。類似した助動詞に-khi があり、そ

ちらは一人称以外でもちいられるようである。ビルマ語の-khÊに対応するようにみえ

る。ただし、このビルマ語の形式に直接的に対応するマルマ語の形式は、音対応から

判断して-khǎ “-VEN”である。

C6: y@

that

=hlOP

=almost

=pya

=PRF

=hnÓN.

=SFP

これくらいですね（それじゃあね）

(16)A1: PONthwáiN

PSN

mar@ma

Marma

+thON

+circle

=ma

=LOC

ja

what

louP

work(v)

=phǒ

=PURP

la

come

=ca

=NMLS

=lé?

=CQ

オン・トワインはマルマ地域に何をするために来たのですか

注 mar@ma+thON “Marma+circle”とは、マルマ人の王の支配地域のことであり、現地

では「マルマ・サークル（Marma Circle）」とよばれる。現在の行政区分としては、

チッタゴン丘陵のバンドルバン県に相当する。本稿では「マルマ地域」と訳した。

B1: Na

1

mar@ma

Marma

+c@gá

+language

taN

learn

=phǒ

=PURP

mar@ma

Marma

+thON

+circle

=go

=OBJ

la

come

=ca.

=NMLS

私はマルマ語を学ぶためにマルマ地域に来たのです

A2: mar@ma

Marma

+thON

+circle

=go

=OBJ

rOP

arrive

=ca

=NMLS

ja

what

=hlOP

=almost

ȟıN

exist

=bya

=PRF

=lé?

=CQ

マルマ地域に着いたのは、すでにどれくらいですか
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B2: che

ten

=lǎ

=CL:month

=hlOP

=almost

ȟıN

exist

=bya.

=PRF

すでに十ヶ月ほどです

A3: mar@ma

Marma

+thON

+circle

m@-

NEG-

la

come

=khaN

=time.before

=gǎ

=ABL

yáN

that

=ma

=LOC

taN

learn

+thá

+put

=ca

=NMLS

=lÓ?

=PQ

マルマ地域に来ないうちから、あちら（日本）で学んでおいたのですか

B3: lúNwǎ

absolutely

m@-

NEG-

taN

learn

-khǎ.

-VEN

まったく学んできませんでした

B4: d@

this

=dǒ

=ALL

rOP

arrive

=hma

=only.after

cǎ

begin

=rǒ

=SEQ

taN

learn

=ca.

=NMLS

こちらに着いてからはじめて学びはじめたのです

A4: che

ten

=lǎ

=CL:month

=nǎ

=COM

d@

this

=hlOP

=almost

prÓ

speak

-daiP

-can

=ca

=NMLS

=lÓ?

=PQ

十ヶ月でこれくらい話すことができるのですか

A5: PǎiNPÓ

be.surprised

-j@ra

-NMLS:things.to.do

kÓN

be.good

=re.

=RLS

驚くべきことですね

B5: P@yaN

fast

prÓ

speak

-daiP

-can

=yON

=so.as.to

tOdO

quite

krújá

make.an.effort

-rǎ

-must

=re.

=RLS

はやく話すことができるように、とても努力しなければなりませんでした

A6: mar@ma

Marma

+tékhráN

+song

=lé

=too

cho

say

-daiP

-can

=te

=RLS

=lÓ?

=PQ

マルマの歌も言う（歌う）ことはできますか

A7: cho

say

-daiP

-can

=ke,

=COND

t@

one

=bouP

=CL:song

=hlOP

=almost

cho

say

prǎ

show

=jaiN.

=IMP

言う（歌う）ことができるなら、一曲ほど言って（歌って）みせてください

B6: tékhráN

song

cho

say

prǎ

show

=phǒ

=FUT

hraP

be.ashamed.of

=te.

=RLS

歌を言って（歌って）みせるのは恥ずかしいです

B7: nOP

next

=kǎ

=ABL

(=ra)

=EMPH

cho

say

prǎ

show

=me.

=IRR

またの機会に言って（歌って）みせます
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(17)A1: Na

1

mar@ma

Marma

+thON

+circle

rOP

arrive

=k@dÓiN

=since

=gǎ

=ABL

=baN

=EMPH

lONki

loin.cloth

t@

one

=kha

=CL:time

=lé

=even

m@-

NEG-

waiP

wear

-phú.

-EXP

私はマルマ地域に来て以来、腰布を一度も履いたことがないです

注 =k@dÓiN=gǎ(=baN)が全体で「～して以来」という意味である。

A2: de

this

=P@króN

=reason

=ma

=LOC

P@gǔ

now

lONki

loin.cloth

we

buy

-khi

-ANDV

=phǒ.

=FUT

この理由で、今、腰布を買いに行きます

A3: mar@ma

Marma

+thON

+circle

=ma

=LOC

niN

stay

-dúN

-CONT

=kha

=CL:time

lONki

loin.cloth

waiP

wear

=ke,

=COND

kÓN

be.good

=re,

=RLS

m@-

NEG-

houP

be.right

=lÓ?

=PQ

マルマ地域に居るあいだは、腰布を履くといいです、そうではないですか

注 =dúN=khaは動詞に後続して全体で「～しているあいだ」という意味である。

B1: houP

be.right

=te.

=RLS

はい

B2: lONki

loin.cloth

waiP

wear

-TǎN

-should

=re.

=RLS

腰布を履くべきです

B3: PONthwáiN

PSN

=gá

=TOP

lONki

loin.cloth

waiP

wear

=rǒ

=SEQ

ȟıN

exist

=ge,

=COND

naiNNaiNkráTá

foreigner

=hǒ

=QUOT

be

which

Tu

someone

=lé

=too

Ťı

know

=phǒ

=FUT

m@-

NEG-

houP.

be.right

オン・トワインが腰布を履いていれば、外国人と誰かがわかることはないでしょう

注 be が疑問語として使用されることはすくなく、この例のように不定の意味で使用

される傾向にある。疑問語としては jaが一般的である。

—

A4: de

this

lONki

loin.cloth

ja

what

=hlOP

=almost

=lé?

=CQ

この腰布はどれくらい（いくら）ですか

C1: t@

one

-thON.

-thousand

千（タカ）です

A5: j́ı

price

kŕı

be.big

=re.

=RLS

値段が大きい（高い）です
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A6: j́ı

price

SǑ

decrease

=mai.

=HRT

値段を下げてください

C2: de

this

j́ı

price

hmaiN

be.corrrect

=re.

=RLS

この値段は正しいです

C3: SǑ

decrease

=rǒ

=SEQ

m@-

NEG-

rǎ.

can

下げることはできません

A7: SOiP

eight

+ra

+hundred

thá

put

=phǒ

=FUT

=lÓ?

=PQ

八百（タカ）にしますか

C4: yáN

that

=pOiN

=ESS

cho

say

=ge,

=COND

SOiP

eight

+ra

+hundred

+Ná

+five

+che

+ten

thá

put

+ṕı

+give

=me.

=IRR

そのように言うなら、八百五十（タカ）にしてあげましょう

C5: de

this

=thaP

=than

SǑ

decrease

=rǒ

=SEQ

m@-

NEG-

rǎ.

can

これよりも下げることはできません

(18)A1: douPkhǎ

unhappiness

=ye,

=SFP

coiP

heart

NyOiP

be.dirty

=te.

=RLS

嫌だなあ、気分が悪い

A2: khaiNtha

body

+lúNbraiP

+whole

cwaiP

be.wet

-l@khǎ

-CMPL.VEN

=bya.

=PRF

体全体がすでに濡れてしまった

注 -l@khǎ “-CMPL.VEN”は、非一人称主語でのみあらわれるようである。

B1: ja

what

phrOiP

become

=ca

=NMLS

=lé?

=CQ

何が起こったのですか

B2: mú

rain

p̌ı

be.pressed.down

-l@khǎ

-CMPL.VEN

=ca

=NMLS

=lÓ?

=PQ

雨に降られたのですか

A3: houP

be.right

=te.

=RLS

はい
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A4: th́ı

umbrella

m@-

NEG-

pa

be.with

=bÓiN

=NEG.SEQ

wiN

house

=gǎ

=ABL

thwOP

go.out

la

come

-mwı̌N

-unintentionally

=re.

=RLS

傘を持たずに家からうっかり出てきてしまいました

注 -mwı̌N “-unintentionally” は動詞 mwı̌N “forget” が助動詞として使用されているも

のである。

A5: d@

this

=hlOP

=almost

P@myá

many

mú

rain

rwa

rain(v)

=me

=IRR

m@-

NEG-

thaN

think

=rama.

=because

これほどたくさん雨が降ると思わなかったので

B3: cOiPt@gÓN

PLN

(=ma)

=LOC

cho

say

=ge,

=COND

mú

rain

+raTi

+season

=ma

=LOC

ňıNdÓiN

everyday

=pOiN

=ESS

d@

this

=hlOP

=almost

rwa

rain(v)

=re

=RLS

=ye.

=SFP

チッタゴンと言えば、雨季には毎日これくらい雨が降りますよ

A6: hnaPphraiN

tomorrow

=kha

=CL:time

=gá

=TOP

rwa

rain(v)

=phǒ

=FUT

=lÓ?

=PQ

明日は降りますか

B4: rwa

rain(v)

-khyaN

-want

=ge,

=COND

rwa

rain(v)

=phǒ.

=FUT

降りたいなら降るでしょう（降るかもしれません）

A7: Na

1

=gá

=TOP

j@paiN

Japan

lumyú

people

phrOiP

become

=rama

=because

kÓNgÓN

very

m@-

NEG-

Ťı.

know

私は日本人なので、よく知らないです

A8: Na

1

j@paiN

Japan

=ma

=LOC

niN

stay

-dúN

-CONT

=kha

=CL:time

ja

what

=go

=OBJ

lá

go

lá

go

th́ı

umbrella

m@-

NEG-

pa

be.with

=bÓiN

=NEG.SEQ

lá

go

=phǒ

=FUT

Pá

be.accustomed.to

=re.

=RLS

私が日本に居るときは、どこへ行くときも傘を持たずに行く習慣がありました

注 jaにおなじ動詞を二回連続して付加することにより、「たとえ～でも」という意味

をあらわす。

B5: de

this

myaPhna

face

+TouP

+wipe

+p@wa

+cloth

=nǎ

=COM

P@práN

fast

TouP

wipe

-p@lOiP

-CMPL

=mai.

=HRT

このハンカチではやく顔を拭いてしまいなさい

注 -p@lOiP “-CMPL”は bOiP-lOiP “shoot-CMPL”が縮約した形式であると話者から説明

されることがある。ただし、縮約していない形式は未確認である。

B6: P@Ṕı

cold

mwiN

reach

=phǒ

=FUT

krÓN

fear

-rǎ

-can

=rama.

=because

風邪をひくと怖いから
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(19)A1: Na

1

hnaPphraiN

tomorrow

(=kha)

=time.when

d@gá

PLN

lá

go

-rǎ

-must

=phǒ.

=FUT

私は明日ダカに行かなければなりません

A2: gari

car

=nǎ

=COM

lOiP

follow

(=rǒ)

=SEQ

pǒ

send

(=rǒ)

=SEQ

ṕı

give

=phǒ

=FUT

(=ca)

=NMLS

lu

man

=go

=OBJ

hra

search

-niN

-CONT

=ca.

=NMLS

車でついてきて送ってくれる人を探しているのです

注 名詞修飾表現において未来の事態を表現するときには、=phǒ=ca “=FUT” だけで

なく=phǒ=ca “=FUT=NMLS”によっても名詞修飾節を形成することができる。

B1: Na

1

lOiP

follow

+pǒ

+send

-rǎ

-can

=ji.

=OPT

私がついていって送ることができますように（私に送らせてください）

注祈願をあらわす=ji “=OPT”は、(19) A9であらわれる使役の助動詞-ji と本来的に

はおなじものであるとおもわれる。ただし、使役のときは動詞に直接つくから接辞で

ある一方、祈願は (20) B4のように=ba “=POL”に後続しうるので接語である。

B2: ch@ramǎ

teacher.female

=P@twOP

=for

cho

say

=ge,

=COND

ku.NyiN

help(v)

(ṕı)

give

-rǎ

-must

=phǒ

=FUT

(=gá).

=TOP

先生のためと言うなら、助けてあげるべきです

注 =P@twOP “=for” をもちいて名詞修飾表現を形成することもできる: 「彼のための

本」Tǔ=P@twOP caPouP “3.OBL=for book”。

A3: ḱıjǔ

thank

taN

put.on

=re.

=RLS

ありがとうございます

A4: Nǎ

1.OBL

gari

car

=gá

=TOP

pyaP

break

-l@khǎ

-CMPL.VEN

=bya

=PRF

=nǎ

=COM

tu

be.similar

=re.

=RLS

私の車は壊れてしまったのと同じです

A5: caP

machine

hnú

wake.up

=rǒ

=SEQ

=ra

=EMPH

m@-

NEG-

rǎ

can

-li

-CMPL

=bya.

=PRF

エンジンをかけても、もうできなくなりました

B3: Na

1

pyaN

repair

=rǒ

=SEQ

ṕı

give

=phǒ.

=FUT

私が直してあげます

B4: Na

1

=gá

=TOP

caP

machine

cho

say

=ge,

=COND

ja

what

m@-

NEG-

cho

say

kǒ

self.OBL

=ma

=LOC

ko

self

pyaN

repair

-daiP

-can

=te.

=RLS

私は機械と言えば、何であれ、自分で直すことができます

A6: houP

be.right

(=te)

=RLS

=lÓ?

=PQ

そうですか
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A7: P@gǔ

now

=hma

=only.after

Ťı

know

=re.

=RLS

今はじめて知りました

A8: m@-

NEG-

taiP

can

-khyaN

-want

=yON

=so.as.to

chON

pretend.to.do

-khǎ

-VEN

=ca

=NMLS

=lÓ?

=PQ

できないふりをしていたのですか

A9: nOP

next

t@

one

=kha

=CL:time

t@

one

=khǔ

=CL:thing

t@

one

=khǔ

=CL:thing

pyaN

repair

-j@ra

-NMLS:thing.to.do

ȟıN

exist

=ge,

=COND

PONthwáiN

PSN

=go

=OBJ

pyaN

repair

-ji

-CAUS

=phǒ.

=FUT

次に一回何か直すべきものがあれば、オン・トワインに直させます

注使役をあらわすには-ji “-CAUS”だけでなく、動詞 khÓiN “order”に由来する助動詞

-khÓiN を使用することもできる。

B5: houP

be.right

=te,

=RLS

rǎ

can

=re,

=RLS

ch@ramǎ.

teacher.female

はい、できます、先生

(20)A1: PONthwáiN

PSN

j@

what

=kha

=time.when

j@paiN

Japan

(=go)

=OBJ

praiN

return

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

オン・トワインはいつ日本に戻りますか

B1: hnOiP

two

=lǎ

=CL:month

=P@prouP

=time.after

(=kha)

=time.when

praiN

return

=phǒ.

=FUT

二ヶ月後に戻ります

B2: P@cOiPcOiP

real

=ma

=LOC

=gá

=TOP

kÓNgÓN

very

m@-

NEG-

praiN

return

-khyaN

-want

=Ťı.

=still

本当はまだ戻りたくありません

A2: j@

what

=kha

=time.when

mar@ma

Marma

+thON

+circle

=go

=OBJ

praiN

return

la

come

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

いつマルマ地域に戻ってきますか

B3: phrOiP

become

-hnOiN

-can

=ge,

=COND

de

this

hnOiP

year

=thé

=place.inside

=ma

=LOC

nOP

next

t@

one

=kha

=CL:time

praiN

return

la

come

=phǒ.

=FUT

できるなら今年の内にもう一度戻ってきたいです

B4: P@yaN

fast

praiN

return

la

come

-hnOiN

-can

=ba

=POL

=ji

=OPT

=hǒ

=QUOT

chǔ

prayer

+tÓN

+ask.for

+ṕı

+give

=mai.

=HRT

はやく戻ってこられるようにと祈りをささげてください

注ここの=ba “=POL”は省略できないようである。
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A3: y@

that

=dǒ

=ALL

praiN

return

rOP

arrive

=ke,

=COND

N@

1

=rǒ

=PL

=go

=OBJ

mwı̌N

forget

+lá

+go

=phǒ

=FUT

thaN

think

=re.

=RLS

あちら（日本）に戻り着いたら、私たちを忘れていくと思います

注 N@=rǒ “1=PL”は Na=rǒ “1=PL”が縮約した形式である。

B5: Na

1

t@

one

=kha

=CL:time

=lé

=too

mar@ma

Marma

+thON

+circle

=go

=OBJ

mwı̌N

forget

=phǒ

=FUT

m@-

NEG-

houP.

be.right

私は一度もマルマ地域を忘れることはありません

A4: j@paiN

Japan

praiN

return

(=rǒ)

=SEQ

rOP

arrive

-pŕı

-end

=ge,

=COND

ja

what

louP

work(v)

=phǒ

=FUT

=lé?

=CQ

日本に戻り着きおえたら、何をしますか

B6: mar@ma

Marma

+P@cáP@ca

+food

=nǎ

=COM

paiPTaiP

be.related

=ca

=NMLS

caPouP

book

=ko

=OBJ

rwı́

write

=phǒ

=FUT

coiP

heart

+kú

+cross.over

+thá

+put
=re.

=RLS

マルマの食事に関係する本を書こうと心に決めています

記号・略号一覧

<A> Aは文字転写

/A/ Aは音素表記

[A] Aは音声表記

(A) Aは任意の要素

A > B Aは Bに変化する

A|B Aと Bは条件変異

+ 複合語境界

- 接辞境界

= 接語境界

1, 3 人称（それぞれ１人称、３人称）

ABL（ABLative） 奪格

ALL（ALLative） 方向格

C（Consonant） 子音

CAUS（CAUSative） 使役

CL（CLassifier） 類別詞

CMPL（CoMPLetive） 完遂

COL（COLective） 集合

COM（COMitative） 共同格
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COND（CONDitional） 条件

CONT（CONTinuous） 継続

CQ（Content Question marker） 補足疑問標識

DEF（DEFinite marker） 特定

DIM（DIMinutive） 指小辞

EMPH（EMPHatic） 強意

ESS（ESSive） 様態格

EXP（EXPeriential） 経験

FUT（FUTure） 未来

HRT（HoRTative） 勧誘

HS（HearSay） 伝聞

IMP（IMPerative） 命令

IRR（IRRealis） 非現実法

LOC（LOCative） 場所格

n（noun） 名詞

NEG（NEGative） 否定

NMLS（NoMinaLiSer） 名詞化標識

OBJ（OBJective） 目的格

OBL（OBLique） 斜格

OPT（OPTative） 祈願

PL（PLural） 複数

PLN（PLace Name） 地名

POL（POLite） 丁寧

PQ（Polar Question marker） 諾否疑問標識

PRF（PeRFect） 完了

PRFX（PReFiX） 接頭辞

PSN（PerSonal Name） 人名

PURP（PURPosive） 動作目的

QUOT（QUOTative） 引用

RLS（ReaLiS） 現実法

SEQ（SEQuential） 継起

SFP（Sentence Final Particle） 文末小辞

SpB（Spoken Burmese） 口語ビルマ語

SUPL（SUPerLative） 最上級
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TOP（TOPic） 主題

v（verb） 動詞

V（Vowel） 母音

VEN（VENitive） 来辞

VOC（VOCative） 呼格

VPL（Verbal PLural marker） 動詞複数標識

WrB（Written Burmese） 文語ビルマ語
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